
清
代
寧
波
の
民
船
業
に
つ
い
て

中
国
の
海
上
交
通
史
を
考
察
す
る
時
、
帆
船
の
存
在
を
無
視
し
て
ほ
語
れ
な

①
 

い
で
あ
ろ
う
。
中
国
の
沿
海
に
は
数
千
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
海
岸
線
が
あ
る
。

例
え
ば
厘
門
・
天
津
間
の
海
上
距
離
は
、
上
海
・
長
崎
間
の
距
離
の
優
に
三
倍

に
相
当
す
る
。
そ
の
上
、
中
国
国
内
に
ほ
何
十
倍
、
何
百
倍
に
も
及
ぶ
内
陸
水

路
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
海
上
路
・
河
川
路
の
航
運
に
は
、
帆
船
は
欠
く
こ
と

緒

言

も

く

じ

一

緒

言

二
寧
波
と
民
船
業
と
の
関
係

―
―
―
寧
波
民
船
の
活
動
範
囲

四
寧
波
民
船
業
の
沿
海
航
運
の
経
営
状
況

(
-
)
寧
波
民
船
の
船
商

(

1

一
）
寧
波
民
船
の
乗
組
員

(
-
―
-
)
寧
波
民
船
の
航
運
経
営

五
寧
波
の
民
船

六

小

結 清
代
寧
波
の
民
船
業
に
つ
い
て

一五

の
出
来
な
い
交
通
・
運
輸
機
関
と
し
て
、
永
年
に
渉
っ
て
そ
の
機
能
を
担
っ
て

②
 

き
た
の
で
あ
る
。

と
り
わ
け
中
国
大
陸
沿
岸
部
の
中
心
地
に
位
置
し
、
帆
船
に
よ
る
民
船
業
の

R
 

名
を
馳
せ
て
き
た
の
は
長
江
河
口
地
域
と
浙
江
省
の
寧
波
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

④
 

本
稿
で
は
こ
の
う
ち
寧
波
の
民
船
業
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。

寧
波
と
民
船
業
と
の
関
係

寧
波
ほ
か
つ
て
明
州
と
呼
ば
れ
た
頃
か
ら
日
本
と
の
関
係
の
深
い
海
港
で
あ

る
が
、
そ
の
港
は
沿
海
に
浜
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
寧
波
の
地
理
的
状
況

は
咸
豊
1
1
•三
年
(
-
八
五
ニ
・
一
八
五
一1
1
)の
間
に
浙
江
布
政
使
を
し
た
段

光
清
が
咸
豊
二
年
五
月
に
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
如
実
に
知
ら
れ

る。

寧
波
城
東
・
北
・
南
三
面
環
江
、
江
源
分
為
二
。
一
由
上
虞
・
余
挑
・
慈

硲
至
寧
波
。
一
由
奉
化
至
寧
波
。
潮
来
自
鎮
海
、
至
寧
波
海
潮
。
一
日
両

次
、
江
水
•
海
水
来
往
沖
激
、
於
城
外
三
江
口
会
合
。
府
城
盤
結
於
一
＿
＿
江

松

浦

章



R。

口
中
、
海
船
可
以
出
入
、
此
寧
波
所
以
易
富
也

と
あ
る
よ
う
に
、
寧
波
の
町
は
東
・
北
・
南
の
三
面
を
河
川
に
囲
ま
れ
、
そ
の

河
口
の
鎮
海
よ
り
一
日
に
二
度
海
水
が
満
潮
時
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
来
る
。
こ
の

立
地
条
件
を
活
用
し
て
寧
波
の
経
済
的
繁
栄
が
も
た
ら
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

寧
波
の
立
地
条
件
に
適
応
し
て
形
成
さ
れ
た
経
済
的
繁
栄
の
状
況
に
関
し
て

光
緒
三
年
（
一
八
七
七
）
の
進
士
で
鄭
県
出
身
の
董
柿
が
光
緒
十
年
（
一
八
八

四
）
に
「
甫
東
天
后
宮
碑
銘
」
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
ぺ
て
い
る
。

吾
郡
回
図
之
利
、
以
北
洋
商
舶
為
最
距
。
其
往
也
、
転
浙
西
之
栗
、
達
之

於
津
門
。
其
来
也
、
運
遼
．
燕
・
斉
・
苔
之
産
、
貿
之
於
雨
東
、
航
天
満

R
 

里
、
上
下
交
資
。

と
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
寧
波
は
地
の
利
に
よ
り
、
寧
波
に
集
荷
さ
れ
た
浙
西

地
方
の
穀
物
等
の
物
資
が
、
「
北
洋
商
舶
」
と
称
す
る
寧
波
よ
り
北
の
海
域
を

対
象
と
し
た
帆
船
群
に
よ
り
、
天
津
な
ど
に
も
た
ら
さ
れ
、
そ
の
帆
船
群
が
帰

帆
に
さ
い
し
て
、
東
北
地
域
・
河
北
・
山
東
等
地
方
で
購
入
し
た
産
物
を
寧
波

に
も
た
ら
し
た
。
こ
の
沿
海
貿
易
が
寧
波
の
経
済
的
繁
栄
を
支
え
て
い
た
の
で

あ
る
。こ

の
よ
う
な
寧
波
の
経
済
的
繁
栄
に
重
要
な
貢
献
を
し
た
の
が
帆
船
で
あ
っ

た
。
そ
の
こ
と
は
民
国
建
国
当
初
に
お
い
て
も
そ
の
重
要
性
が
認
識
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
『
支
那
省
別
全
誌
第
5
巻
浙
江
省
』
第

5
編
、
第
5
章
、
第
1
節
、
「
寧
波
の
汽
船
業
」
に
見
え
る
。

寧
波
は
従
来
海
外
貿
易
を
以
て
著
名
な
る
地
に
し
て
広
東
と
並
び
称
せ
ら

れ
、
寧
波
商
人
は
商
機
を
見
る
に
敏
な
る
が
故
に
支
那
各
地
に
活
動
し
、

至
る
処
に
於
て
其
の
商
権
を
握
る
に
至
れ
り
、
さ
れ
ば
寧
波
船
と
称
す
る

大
形
帆
船
は
支
那
沿
岸
各
港
に
其
船
影
響
を
認
め
得
べ
く
、
帆
船
貿
易
は

寧
波
の
一
特
色
と
称
す
べ
き
も
、
汽
船
の
た
め
次
第
に
其
勢
力
を
減
ず
る

⑦
 

の
傾
向
あ
り
。

と
あ
る
よ
う
に
、
汽
船
の
進
出
に
よ
り
そ
の
地
位
は
少
し
く
揺
ら
い
で
い
た
も

の
の
寧
波
の
帆
船
貿
易
は
そ
の
特
色
の
一
っ
と
し
て
見
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

寧
波
の
経
済
的
基
盤
を
帆
船
貿
易
が
大
き
く
支
え
て
い
た
こ
と
は
段
光
清
の

咸
豊
四
年
（
一
八
五
四
）
正
月
の
次
の
記
事
か
ら
も
知
ら
れ
る
。
海
運
が
実
施

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
官
府
が
寧
波
の
帆
船
を
多
数
徴
用
し
よ
う
と
し
た
の
に

対
し
、
段
光
清
が
寧
波
の
民
船
業
を
守
る
立
場
か
ら
反
対
し
て
い
る
。
そ
の
こ

と
を
述
べ
た
記
事
の
な
か
に
、

寧
波
碍
頭
雖
有
貨
棧
、
而
内
河
外
海
、
商
分
山
客
水
客
、
両
相
交
易
、
多

由
船
上
交
兌
。
若
商
船
尽
去
運
糧
、
山
客
至
碩
頭
不
見
運
貨
商
船
、
貨
桟

R
 

皆
屯
積
居
奇
、
河
船
一
至
、
無
貨
可
弁
、
山
客
必
致
褒
足
而
不
来
。

と
あ
る
。
寧
波
の
埠
頭
に
は
倉
庫
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
内
陸
河
川
に
よ
り
寧
波

に
来
る
山
客
と
外
海
か
ら
寧
波
に
来
る
水
客
が
い
る
。
両
者
は
多
く
船
上
で
交

易
を
行
っ
て
い
る
。
も
し
寧
波
の
商
船
が
全
て
官
府
に
よ
り
徴
用
さ
れ
税
糧
輸

送
に
従
事
し
た
ら
、
山
客
は
寧
波
の
埠
頭
に
来
て
も
、
彼
等
が
交
易
を
望
む
貨

物
を
積
ん
だ
商
船
の
姿
を
見
る
こ
と
が
無
い
。
地
方
倉
庫
業
者
の
方
は
品
数
の

少
な
い
商
品
の
値
上
が
り
を
待
っ
て
売
ろ
う
と
ほ
し
な
い
た
め
、
河
船
が
寧
波

に
来
て
も
交
易
す
る
こ
と
が
無
く
な
り
、
山
客
の
足
は
遠
の
き
、
彼
等
は
寧
波

へ
来
な
く
な
る
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

一六

-l 



清
代
寧
波
の
民
船
業
に
つ
い
て

こ
の
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
寧
波
の
経
済
的
基
盤
ほ
、
沿
海
地
域

か
ら
運
ば
れ
て
来
る
商
品
と
、
内
陸
部
か
ら
運
ば
れ
て
来
る
産
物
と
の
交
易
市

場
を
形
成
し
て
い
た
こ
と
に
あ
る
。

さ
ら
に
、
段
光
清
は
こ
の
よ
う
な
海
船
と
河
船
と
の
交
易
市
場
と
し
て
の
寧

波
の
埠
頭
で
働
く
人
々
に
関
し
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

寧
波
碩
頭
卸
載
脚
夫
共
三
千
余
人
、
海
船
進
口
出
口
、
皆
係
此
輩
運
貨
上

船
下
船
、
藉
以
糊
口
。
合
三
千
余
人
之
家
巻
計
之
、
仰
食
於
海
船
之
進
出

R
 

者
、
不
下
万
余
人
。

と
あ
る
よ
う
に
、
寧
波
の
埠
頭
で
海
船
・
河
船
の
積
荷
の
荷
卸
荷
上
げ
の
作
業

に
従
事
す
る
脚
夫
は
一
ー
一
千
人
余
り
も
い
た
。
彼
等
は
海
船
の
入
港
・
出
港
に
よ

っ
て
日
々
の
糧
を
得
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
上
、
脚
夫
の
家
族
を
含
め
れ

ば
、
海
船
の
入
港
・
出
港
に
よ
り
生
活
を
維
持
す
る
人
々
は
一
万
人
を
下
ら
な

い
と
見
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

寧
波
の
当
時
の
人
口
に
つ
い
て
ほ
民
国

1

一
四
年
(
-
九
三
五
）
の
『
鄭
県
通

志
』
輿
地
志
、
壬
編
、
戸
口
に
よ
れ
ば
、

咸
豊
五
年
（
一
八
五
五
）
の
鄭
県
の
口
数
は
ニ
―
四
、
五
一
―
―
―
ロ

民
国
一
七
年
(
-
九
二
八
）
の
寧
波
市
の
人
口
総
数
は
ニ
―

11、
三
九
七

R
 

人

と
あ
る
か
ら
、
寧
波
の
人
口
は
約

110万
と
見
て
、
段
光
清
の
記
録
に
見
え
る

海
船
の
入
港
・
出
港
に
よ
り
生
活
を
維
持
す
る
人
々
を
約
一
万
人
と
す
る
と
、

寧
波
の
人
口
の
約
五
％
に
当
る
。
関
連
の
業
務
に
従
事
す
る
人
々
を
含
め
れ
ば

そ
の
割
合
は
さ
ら
に
増
え
た
で
あ
ろ
う
。

一七

以
上
の
よ
う
に
寧
波
の
経
済
基
盤
を
維
持
し
て
い
た
重
要
な
要
因
の
―
つ
に

帆
船
を
利
用
し
た
民
船
業
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

寧
波
民
船
の
活
動
範
囲

寧
波
の
経
済
活
動
と
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
民
船
で
あ
る
が
そ
の
航
行
活
動

圏
ほ
ど
こ
ま
で
及
ん
で
い
た
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
い
に
答
え
て
く
れ
る
資
料

と
し
て
「
海
関
十
年
報
告
」
が
あ
る
。
そ
の
一
八
八

11~
一
八
九
一
年
（
光
緒

八
i
一
七
）
の
寧
波
の
箇
所
に
帆
船
に
関
し
て
次
の
よ
う
に
あ
る
。

寧
波
の
土
着
の
船
舶
は
同
地
方
で
建
造
さ
れ
、
同
地
に
所
有
権
の
あ
る

海
上
航
行
ジ
ャ
ン
ク
は
約
八

0
0隻
に
の
ぼ
る
。
そ
の
上
、
毎
年
一

0
0

隻
を
越
え
る
福
建
の
ジ
ャ
ン
ク
が
入
港
し
て
く
る
。

約
七

0
隻
の
寧
波
の
ジ
ャ
ン
ク
は
寧
波
と
福
州
と
の
間
の
貿
易
業
に
従

事
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
内
、
五

0
隻
が
寧
波
に
停
泊
し
、
そ
し
て
底
荷

物
の
大
部
分
を
帰
帆
に
際
し
、
そ
れ
ら
の
多
く
が
棉
花
や
大
豆
粕
、
油
、

大
豆
等
を
輸
出
貨
物
と
し
て
取
り
扱
っ
て
い
る
。
そ
の
帆
柱
群
ほ
膨
大
な

量
の
竹
の
太
綱
で
ジ
ャ
ン
ク
の
側
面
に
繋
が
れ
、
さ
ら
に
太
綱
は
甲
板
の

上
に
う
ず
高
く
積
み
重
ね
ら
れ
て
い
る
。
半
分
は
浮
き
に
、
半
分
は
耐
久

物
と
に
太
綱
に
よ
っ
て
繋
が
れ
、
不
体
裁
で
非
常
に
重
い
固
ま
り
を
成
し

て
い
る
。
そ
れ
ら
は
こ
れ
ら
の
船
舶
の
目
的
地
へ
運
搬
さ
れ
る
。

二
0
隻
の
ジ
ャ
ン
ク
は
磁
器
や
オ
リ
ー
プ
、
み
か
ん
、
紙
等
を
福
州
か

ら
も
た
ら
す
。
そ
し
て
、
福
州
へ
は
綿
花
や
大
豆
を
も
た
ら
す
。
こ
れ
ら

の
ジ
ャ
ン
ク
は
七

0
0か
ら
一

0
0
0担
の
積
載
能
力
を
有
し
、
そ
し
て



空
荷
物
で
あ
っ
た
。
全
船
舶
が
綿
花
や
大
豆
粕
や
大
豆
の
稲
荷
を
運
び
去

――
10 0
隻
位
の
船
が
鎖
江
か
ら
寧
波
へ
の
米
の
輸
送
を
独
占
的
に
行
っ

て
い
る
が
、
寧
波
か
ら
の
積
荷
は
無
い
。

約
―
二
隻
の
ジ
ャ
ン
ク
が
寧
波
と
温
州
間
の
貿
易
に
従
事
し
て
お
り
、

同
地
（
寧
波
）
か
ら
の
積
荷
の
大
部
分
は
豆
類
や
棉
花
等
が
運
ば
れ
、
帰

帆
に
は
白
明
蓉
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
船
は
六

0
0か
ら
一

0
0
0担
の
積

載
能
力
が
あ
り
、
一
年
に
一
か
ら
五
航
海
を
行
っ
て
い
る
。

-
0隻
の
ジ
ャ
ン
ク
が
寧
波
と
台
州
間
の
貿
易
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ

ら
は
台
州
の
ジ
ャ
ン
ク
で
あ
り
、
当
該
県
の
許
可
書
を
有
し
、
そ
し
て
七

0
0か
ら
一

0
0
0担
の
稼
載
能
力
が
あ
る
。

ら
は
主
に
砂
糖
や
l
u
n
g
-
n
g
a
n
s
か
ら
な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
五

0
隻
が

に
の
ぽ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
内
、
八
〇
隻
が
積
荷
を
積
載
し
て
き
た
。
そ
れ

福
建
の
ジ
ャ
ン
ク
の
入
港
は
一
八
九
一
年
（
光
緒
一
七
）
に
ニ
―

-0隻

っ
て
い
る
。

約
二

0
0隻
の
寧
波
ジ
ャ
ン
ク
が
福
州
か
ら
鎮
江
、
乍
浦
、
奉
化
や
象

山
に
木
材
を
運
送
す
る
の
に
従
事
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
船
は
毎
年
た
だ

一
航
海
す
る
だ
け
で
あ
り
秋
に
は
寧
波
に
停
泊
す
る
の
で
あ
る
。

約
―

-
0隻
が
寧
波
と
鎮
江
と
の
間
の
貿
易
に
従
事
し
て
お
り
、
鎮
江

に
紙
や
筵
や
他
の
荷
物
を
運
送
し
、
そ
し
て
黒
米
、
小
麦
、
豚
、
牛
骨
、

磁
器
、
こ
え
び
の
殻
や
ニ
ン
ニ
ク
を
運
ん
で
く
る
。
こ
れ
ら
は
四

0
0か

ら
八

0
0担
の
糠
戴
能
力
が
あ
り
、
一
年
に
一
回
か
ら
六
回
の
航
海
を
行

毎
年
一
か
ら
三
航
海
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

っ
て
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
船
は
一

0
0
0
から一―

1
0
0
0担
の
積

載
能
力
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
寧
波
で
建
造
さ
れ
、
所
有
者
は
同
地
に
い
る
。

こ
れ
ら
は
毎
年
一
か
ら
二
航
海
を
し
、
寧
波
に
は
豆
類
や
豆
粕
や
麺
等
を

⑪
 

も
た
ら
し
、
紙
や
s
a
m
s
h
u
(
蒸
留
酒
）
や
竹
を
運
ん
で
行
く
。

と
寧
波
の
民
船
の
航
行
圏
が
知
ら
れ
る
。

寧
波
船
が
長
江
下
流
域
の
江
蘇
省
の
鎮
江
へ
進
出
し
て
い
た
こ
と
は
、
明
治

四
三
年
（
宜
統
二
、
一
九
一

0
)
の
日
本
人
の
調
査
に
よ
っ
て
も
知
ら
れ
る
。

寧
波
船
積
載
量
は
二
百
担
乃
至
四
百
担
積
に
し
て
帆
植
三
本
を
有
し
、

乗
組
員
七
人
乃
至
十
六
人
あ
り
、
当
地
（
鎮
江
）
よ
り
寧
波
に
米
を
運
搬

⑫
。

し
、
同
地
方
よ
り
魚
・
木
材
・
棺
材
等
を
積
み
又
は
空
船
に
て
来
る

C
H
I
N
E
S
E
 

F
u
h
c
h
a
u
 
fu, 
p
p
.
1
8
5
-
2
1
8
,
 April, 
1
8
4
6
 (3'l!ll~ 

尤
二
六
年
'
)

p.210. に
よ

れ
ば
、
福
州
に
寧
波
か
ら
民
船
が
来
航
し
て
い
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

⑬
 

寧
波
か
ら
棉
布
が
移
入
さ
れ
て
い
る
。

と
あ
り
、
ま
た
、

大
型
ジ
ャ
ン
ク
の
数
は
そ
れ
程
多
く
な
く
、
百
隻
位
の
も
の
が
多
く
は
寧

⑬
 

波
か
ら
来
る
。

と
あ
る
よ
う
に
、
道
光
二
六
年
頃
に
は
寧
波
か
ら
福
建
省
の
福
州
へ
大
型
ジ
ャ

ン
ク
が
一
年
に
一

0
0隻
程
が
航
行
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

さ
ら
に

REPOSITORY• 

VOL• 

XV• 

Notices 
of 

と
あ
る
調
査
結
果
は
上
記
の
記
載
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。

牛
荘
・
天
津
・
芝
栄
と
の
貿
易
は
八

0
か
ら
九

0
隻
の
ジ
ャ
ン
ク
に
よ

っ
た
。

一八



◎寧波沿海帆船

の航行範囲図

清
代
寧
波
の
民
船
業
に
つ
い
て

・
象
山

荘
・
天
津
・
芝
釆

台
州
帆
船

福
州
帆
船

寧
波
帆
船

寧
波
帆
船

寧
波
帆
船

寧
波
帆
船

10 0
隻

ー
ニ
隻

―-
0隻

こ
れ
ら
寧
波
民
船
の
活
動
範
囲
を
表
示
す
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。

◎
寧
波
民
船
の
航
行
範
囲

寧

波

帆

船

七

〇

隻

内
稼
働
は
二

0
隻

―1
0
 0
隻

七
0
0
~
1
0
0
0担

寧
波
＄
鎮
江
（
一
年
に
一
ー
六
航
海
）

寧
波
介
鎮
江

寧
波
＄
温
州
（
一
年
に
一
ー
五
航
海
）

六
0
0
~
1
0
0
0担

八
O
~九
0
隻
寧
波
＄
牛
荘
・
天
津
・
芝
来

（
一
年
に
一
ー
ニ
航
海
）
一

0
0
0
~
1―1
0
0
0担

-
0隻
寧

波

＄

台

州

七

0
0
~
1
0
0
0担

ニ―

-0隻
寧

波

＄

福

州

◎
沿
海
帆
船
に
よ
る
寧
波
と
各
地
域
の
交
易
品

寧
波
↓
福
州
（
棉
花
・
大
豆
・
大
豆
粕
・
油
）

寧
波
介
福
州
（
磁
器
・
み
か
ん
・
オ
リ
ー
プ
・
紙
・
砂
糖
•lung-ngans) 

福
州
↓
鎮
江
・
乍
浦
・
奉
化
・
象
山

（
一
年
に
一
航
海
）

一九

（
紙
・
筵
）

寧
波
↓
牛
荘
・
天
津
・
芝
来
（
紙
•
竹
·
s
a
m
s
h
u(蒸
留
酒
）
）

寧
波
合
牛
荘
・
天
津
・
芝
釆
（
豆
類
・
豆
粕
・
麺
）

寧
波
帆
船
に
よ
り
福
州
↓
鎮
江
・
乍
浦
・
奉
化
・
象
山
（
木
村
）

そ
れ
で
は
寧
波
の
沿
海
船
の
航
行
事
例
を
漂
着
等
に
よ
っ
て
残
さ
れ
た
航
行

記
録
か
ら
探
っ
て
み
た
い
。

①
狸
正
五
年
（
一
七
二
七
）
三
月
ニ
ー
日
に
朝
鮮
国
の
済
州
島
の
大
静
県
に

漂
着
し
た
寧
波
船
が
知
ら
れ
る
。

大
清
国
浙
江
省
寧
波
府
鄭
県
人
、
苑
正
四
年
十
二
月
、
写
周
大
順
号
一
隻
、

装
綿
花
、
今
年
正
月
初
五
日
開
洋
、
往
山
東
発
売
、
因
風
不
順
、
至
二
月

+
-
＝
日
、
到
登
州
府
莱
陽
県
、
貿
買
青
登
並
防
風
、
三
月
初
六
日
、
放
洋

出
洋
、
不
意
十
五
日
以
後
、
悪
風
大
発
、
至
十
七
日
、
失
舵
漂
゜

略）

と
あ
る
よ
う
に
、
寧
波
府
鄭
県
の
船
が
漂
着
し
た
。
こ
の
船
の
乗
船
者
は
、

船
戸
周
大
順
等
十
七
人
小
名
記
、
其
外
又
有
客
商
魏
従
裕
・
梁
廷
章
・
王

R。

岳
・
張
大
全
等
四
人
、
共
二
十
一
人

と
あ
る
よ
う
に
、
船
戸
周
大
順
ら
一
七
人
の
乗
組
員
と
四
人
の
客
商
で
あ
っ
た
。

こ
の
う
ち
客
商
の
梁
廷
章
が
次
の
よ
う
に
供
述
し
て
い
る
。

（
以
下

寧
波
帆
船

（
一
年
に
一

l
-―
一
航
海
）

（
米
・
小
麦
・
豚
・
牛
骨
・
磁
器
・
小
ェ
ビ
の
殻
・
ニ
ン

ニ
ク
）

寧
波
＄
福
州

寧
波
↓
温
州

寧
波
介
温
州

寧
波

8
鎮
江

寧
波
介
鎮
江

（
大
豆
・
棉
花
）

（
白
明
癖
）



客
人
梁
廷
章
供
、
我
是
福
建
汀
州
府
帰
化
県
人
、
王
岳
是
山
東
登
州
莱
陽

県
人
、
張
大
全
是
浙
江
寧
波
府
鄭
県
人
、
於
痛
正
四
年
十
二
月
間
、
傭
到

周
大
順
船
隻
、
装
綿
花
、
往
山
東
発
売
、
今
年
正
月
初
五
日
開
洋
、
二
月

+
-
＝
日
、
到
山
東
莱
陽
県
、
換
買
青
翌
・
防
風
。
魏
従
裕
是
福
建
福
州
府

閾
県
人
、
亦
買
青
翌
等
物
、
在
山
東
、
附
搭
周
大
順
船
、
同
浙
江
発
売
。

三
月
初
六
日
、
在
山
東
出
洋
、
十
五
日
忽
遇
大
風
、
十
七
日
失
舵
、
漂
到

R。

朝
鮮
地
方
（
以
下
略
）

と
あ
る
。
以
上
の
記
事
か
ら
、
寧
波
府
鄭
県
の
船
戸
周
大
順
が
福
建
商
人
の
梁

廷
章
に
傭
船
さ
れ
、
恐
ら
く
寧
波
か
ら
棉
花
を
積
み
込
み
山
東
省
の
莱
陽
県
へ

航
行
し
た
。
そ
し
て
積
荷
の
棉
花
を
売
却
し
、
帰
帆
貨
物
と
し
て
青
豆
等
を
購

入
し
た
。
同
地
に
滞
在
し
て
い
た
福
建
商
人
の
魏
従
裕
も
青
豆
等
を
購
入
し
て

周
大
順
船
に
搭
載
し
浙
江
省
に
行
き
交
易
し
よ
う
と
し
て
乗
船
し
た
。
そ
し
て

山
東
か
ら
浙
江
省
に
帰
帆
す
る
際
に
朝
鮮
に
漂
着
し
た
の
で
あ
っ
た
。

②
瀦
正
九
年
（
一
七
一
―
―
-
）
に
天
津
に
入
港
し
た
福
建
か
ら
の
沿
海
帆
船
の

中
に
寧
波
府
の
船
が
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

寧
波
府
鄭
県
商
字
一
百
一
―
-
＋
六
号
闘
船
一
隻
、
商
人
黄
同
春
井
水
手
1

1

+
 

◎。

一
名
、
装
載
客
貨
白
糖
一
千
四
百
五
十
三
包
、
松
糖
十
四
包

と
あ
る
よ
う
に
、
福
建
で
建
造
さ
れ
鄭
県
で
登
録
さ
れ
た
船
で
あ
る
。
商
人
の

黄
同
春
は
恐
ら
く
寧
波
の
商
人
で
あ
り
、
厩
門
あ
た
り
で
砂
糖
等
を
積
み
込
み

天
津
に
入
港
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

③
稚
正
十
年
（
一
七
三
1
1
)

に
ま
た
福
建
船
に
混
じ
っ
て
天
津
に
次
の
寧
波

船
が
入
港
し
て
い
る
。

浙
江
省
寧
波
船
頭
厳
性
被
ヲ
始
、
十
七
人
乗
組
、
去
六
月
十
一
日
上
海
ョ

一
八

0
九
）
に
寧
波
船
が
宮
崎
県
に
漂

浙
江
鄭
県
商
字
壱
百
伍
拾
壱
号
船
壱
隻
、
商
人
蘇
永
勝
井
水
手
弐
捨
壱
名
、

⑱。

所
載
白
糖
・
松
糖
・
粗
孟
等
貨

と
あ
る
よ
う
に
、
鄭
県
の
商
船
が
前
例
と
同
じ
よ
う
に
福
建
か
ら
天
津
へ
砂
糖

や
磁
器
等
を
搬
運
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

④
と
同
時
に
、
天
津
に
入
港
し
た
の
は
、

鄭
県
商
字
壱
百
陸
拾
陸
号
船
壱
隻
、
商
人
魏
得
勝
井
水
手
弐
拾
壱
名
、
所

⑲
 

載
白
糖
•
松
糖
等
貨
。

と
あ
る
商
船
で
、
前

1

一
例
と
同
様
の
航
海
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

⑤
乾
隆

1

一
七
年
（
一
七
六
―
-
）

-
0月

1

一
日
、
朝
鮮
の
古
群
山
に
寧
波
府
鄭

県
の
船
が
漂
着
し
て
い
る
。

俺
等
倶
是
浙
江
省
寧
波
府
鄭
県
人
、
共
是
二
十
二
人
、
而
内
中
二
人
江
南

省
蘇
州
人
、
一
人
杭
州
紹
興
府
人
、
而
今
年
六
月
二
十
四
日
、
自
家
離
発
、

七
月
初
二
日
、
在
上
海
県
装
貨
物
、
九
月
二
十
五
日
、
至
山
東
石
島
、
辞

遇
狂

a。
（
以
下
略
）

と
あ
る
よ
う
に
、
寧
波
府
鄭
県
の
船
が
乗
組
員
一
九
名
の
ほ
か
三
人
の
恐
ら
く

商
人
と
貨
物
を
上
海
で
積
み
込
み
北
洋
へ
航
行
し
て
い
る
途
上
に
漂
着
し
た
。

こ
の
船
は
、
上
海
で
茶
・
布
・
雑
貨
を
搭
載
し
て
、

R
 

本
年
七
月
初
二
日
、
装
載
茶
・
布
・
雑
貨
、
往
関
東
。

と
あ
る
よ
う
に
、
遼
寧
省
沿
海
の
港
に
向
か
っ
た
。

⑥
日
本
の
文
化
六
年
（
嘉
慶
一
四
、

着
し
て
い
る
。

二
0

（
以
下
略
）

~·_J 



（表1) 咸豊2年 (1852)浙江省漕糧船

鎮字・鄭字船一覧表

清代寧波の民船業について

府 I 県 1船 隻 1鎮字 1鄭 字

杭州 仁 和 18隻 9隻 7隻

銭塘 8 2 3 

海寧州 21 8 5 

富陽 3 1 

゜余杭 7 1 

゜臨安 2 1 1 

新 城 1 

゜
1 

於 潜 2 1 

゜昌 化 1 

゜
1 

嘉興 嘉興 47 7 3 

秀 水 42 ， ， 
嘉善 40 8 6 

海塩 18 3 2 

乎湖 23 5 1 

石 門 24 6 8 

桐郷 19 7 5 

湖州 帰 安 36 6 1 

烏程 41 5 4 

長 興 37 12 

゜徳 清 28 3 

゜武 康 8 

゜゜安吉 4 2 1 

認喜
尉嗜蕊．翌1:i嘘

（注） 『浙江海運全案』巻10, 1丁表~39丁
表より作成

リ
船
ヲ
出
シ
、
紙
ヲ
積
｀
｀
ヽ
乗
セ
関
東
二
趣
キ
、
黍
買
積
、
且
水
手
一
人
ヲ

＠
 

雇
入
、
都
合
十
八
人
乗
組
、
同
十
月
二
日
同
所
出
船
ノ
処
、
（
以
下
略
）

と
あ
る
よ
う
に
、
上
海
か
ら
紙
等
を
搭
載
し
て
遼
寧
省
沿
海
の
港
へ
貿
易
に
行

っ
た
寧
波
の
船
で
あ
っ
た
。

⑦
道
光
四
年
(
-
八
二
四
）
に
海
寇
に
遭
遇
し
た
寧
波
府
鎮
海
県
の
船
が
知

ら
れ
る
。縁

張
魁
自
置
商
船
壱
隻
、
請
領
船
照
、
牌
名
張
源
利
、
雇
配
舵
水
愈
智
仁

等
、
於
道
光
雖
年
陸
月
弐
拾
捌
日
、
由
鎮
関
掛
験
出
口
、
至
県
属
桃
花
荘

＠
 

買
置
蝶
蛸
搬
未
就
、
欲
往
温
州
置
買
杉
木
。

（
以
下
略
）

と
あ
る
よ
う
に
、
寧
波
府
鎮
海
県
の
船
が
鎖
海
県
か
ら
魚
類
等
を
積
み
込
み
湿

州
へ
行
き
杉
等
の
木
材
を
購
入
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

⑧
道
光
六
年
(
-
八
二
六
）
十
一
月
八
日
に
朝
鮮
国
全
羅
道
牛
耳
島
に
寧
波

し
た
。

府
鄭
県
の
船
が
漂
着
し
て
い
る
。

去
年
七
月
初
七
日
、
装
酒
、
自
鎮
海
県
放
洋
、
八
月
初
七
日
、
往
天
津
交

卸
、
九
月
十
三
日
、
自
天
津
出
口
、
十
六
日
到
山
東
省
大
山
地
方
、
装

棗
、
二
十
日
出
口
、
十
一
月
初
四
日
放
洋
、
初
六
日
、
辞
遇
大
風
。

下
略
）

と
あ
る
よ
う
に
、
寧
波
府
鄭
県
の
船
が
鎮
海
県
か
ら
海
に
出
て
天
津
に
行
き
交

易
し
、
そ
の
後
、
山
東
省
の
大
山
で
棗
を
購
入
し
、
恐
ら
く
帰
帆
途
上
で
漂
流

⑨
道
光
ニ
―
年
(
-
八
四
一
）
正
月
二
九
日
に
寧
波
府
鎮
海
県
の
船
が
朝
鮮

国
の
牛
耳
島
に
漂
着
し
て
い
る
。

宋
子
権
等
六
人
、
倶
係
浙
江
鎮
海
県
人
、
本
年
正
月
十
九
日
放
船
、
装
載

白
紙
・
金
箔
等
物
、
往
関
東
販
売
、
於
二
十
六
日
、
在
洋
遭
風
、
船
隻
破 （以



寧
波
民
船
の
船
商

寧
波
の
民
船
業
の
う
ち
、
と
り
わ
け
沿
海
航
運
が
ど
の
程
度
の
規
模
で
経
営

(

-

)

 

四

砕
、
同
船
共
十
九
人
、
除
淵
没
十
二
人
、
到
岸
殖
命
者
一
人
、
僅
存
六
人
、

R
 

漂
流
到
此
。
（
以
下
略
）

と
あ
る
よ
う
に
、
鎮
海
県
の
船
が
遼
寧
省
沿
海
の
港
へ
貿
易
に
行
き
、
そ
の
帰

帆
途
上
に
漂
着
し
て
い
る
。

⑩
道
光
ニ
―
年
（
一
八
四
一
）
に
同
じ
鎮
海
県
の
船
が
朝
鮮
の
黒
山
島
に
漂

着
し
て
い
る
。

R
 

浙
江
省
鎮
海
県
人
孔
継
祥
等
十
八
人
、
漂
到
黒
山
島
。

と
あ
る
鎮
海
県
の
船
で
一
八
人
乗
り
で
あ
っ
た
。

威
豊
二
年
(
-
八
五
二
）
浙
江
省
か
ら
天
津
に
漕
糧
を
海
上
輸
送
し
た
が
、

そ
の
際
に
使
用
さ
れ
た
船
が
『
浙
江
海
運
全
案
』
巻
十
に
見
え
る
。
各
船
に
某

字
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
「
鄭
字
」
、
「
鎮
字
」
と
あ
る
の
は
鄭
県
、

鎮
海
県
の
略
称
と
考
え
ら
れ
、
整
理
し
た
も
の
が
表
(

1

)

で
あ
る
。

こ
の
表
に
よ
れ
ば
、
寧
波
府
治
下
の
鄭
県
・
鎮
海
県
の
船
は
全
船
の
三
五
・

八
％
を
占
め
て
い
る
。

以
上
の
例
か
ら
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
寧
波
府
治
下
の
船
は
北
は
遼
寧
省
沿
海

の
港
や
天
津
や
山
東
の
諸
港
へ
航
行
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
南
は
温
州

の
一
例
で
あ
っ
た
が
沿
海
航
行
が
行
わ
れ
て
い
た
実
例
を
見
る
こ
と
が
で
き
る

で
あ
ろ
う
。

寧
波
民
船
業
の
沿
海
航
運
の
経
営
状
況

運
の
好
景
気
に
よ
り
、
寧
波
の
北
号
海
船
は
、

さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
に
関
し
て
海
事
関
係
者
が
信
仰
す
る

天
后
宮
の
存
在
形
態
が
―
つ
の
示
陵
を
与
え
て
く
れ
る
。

董
柿
の
「
用
東
天
后
宮
碑
銘
」
に
よ
れ
ば
、
寧
波
に
天
后
宮
が
一

1

一
個
所
あ
っ

こ。t
 在

江
東
者
三
、
一
為
閻
人
所
建
、
一
為
南
洋
商
舶
所
建
、
基
址
倶
狭
、
惟

⑳
 

此
宮
為
北
洋
商
舶
所
建
、
規
模
宏
廠
゜

と
あ
る
よ
う
に
、
福
建
海
商
の
建
て
た
も
の
と
南
洋
へ
行
く
寧
波
海
商
と
北
洋

を
専
門
に
し
て
い
た
寧
波
海
商
の
建
立
し
た
も
の
の
三
個
所
の
天
后
宮
が
あ
っ

た
。
こ
の
う
ち
北
洋
を
専
門
に
す
る
寧
波
海
商
が
建
立
し
た
天
后
宮
が
最
大
の

規
模
を
有
し
て
い
た
。
即
ち
北
洋
を
専
門
に
す
る
寧
波
海
商
が
経
済
的
に
も
大

き
な
力
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

段
光
清
は
北
洋
と
南
洋
の
違
い
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

北
号
商
船
只
走
北
洋
、
海
運
亦
只
走
北
洋
。
蓋
由
鎮
海
出
口
、
定
海
一
隅

⑳
 

孤
懸
海
中
、
由
定
海
而
下
、
則
為
南
洋
、
由
定
海
而
上
、
則
為
北
洋
゜

と
あ
る
よ
う
に
、
舟
山
列
島
の
定
海
を
境
に
北
が
北
洋
で
あ
り
、
南
が
南
洋
で

あ
っ
た
。
そ
の
北
洋
へ
行
く
寧
波
の
商
船
が
北
号
商
船
で
あ
っ
た
。

北
号
商
船
の
航
運
経
営
規
模
に
つ
い
て
段
光
清
の
記
録
が
参
考
に
な
る
。
彼

の
咸
豊
四
年
(
-
八
五
四
）
正
月
の
記
事
の
中
に
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

⑳
 

是
時
寧
波
北
号
海
船
、
不
過
一
百
七
、
八
十
号
。

と
あ
る
よ
う
に
威
豊
四
年
当
時
寧
波
よ
り
北
の
海
域
を
専
門
に
す
る
帆
船
ほ
僅

か
に
一
七

0
か
ら
一
八
〇
隻
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
清
官
府
に
よ
る
海

I 
ー，

I 
， 



寧
波
民
船
の
乗
組
員

寧
波
民
船
の
経
営
状
況
を
考
察
す
る
一
方
法
と
し
て
民
船
の
乗
組
員
の
構
成

か
ら
見
て
み
た
い
。
寧
波
民
船
の
う
ち
沿
海
帆
船
の
例
を
挙
げ
て
み
る
こ
と
に

す
る
。

（二）

清
代
寧
波
の
民
船
業
に
つ
い
て

こ。t
 

つ

浙
江
海
船
の
経
済
的
な
面
に
つ
い
て
ほ
謝
占
壬
の
「
海
運
提
要

序
」
（
『
皇
朝
経
世
文
編
』
巻
四
十
八
、
戸
政
、
漕
運
下
所
収
）
の
「
防
弊
清

源
」
に
よ
れ
ば
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

一
船
、
商
貨
値
五
・
六
千
金
、
船
価
亦
値
五
・
六
千
金
。

と
あ
る
よ
う
に
、
船
体
の
建
造
費
が
五
ー
六
千
金
で
あ
っ
て
、
積
荷
の
価
格
と

ほ
ぽ
等
し
か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
船
商
の
帆
船
所
有
状
況
か
ら
見
る
と
き
、
そ
の
経
営
規
模
は
上
海

R
 

の
船
商
よ
り
小
規
模
経
営
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

⑩ ⑨ 

一
八
四

一
八
四

道
光
ニ
―
年

道
光
ニ
―
年

鎮
海
県

一
八
名

鎮
海
県

一
九
名

⑧ ⑦ ⑥ 

一
八
二
六

鄭

県

一
六
名

北
号
商
家
自
置
海
船
、
大
商
一
家
十
余
号
、
中
商
一
家
七
・
八
号
、
小
商

R
 

一
家
1
1
•三
号
。

と
あ
る
よ
う
に
、
北
洋
を
専
門
に
取
り
扱
う
船
商
が
お
り
、
彼
等
は
複
数
の
沿

海
帆
船
を
所
有
し
て
い
た
。
大
船
商
は
一

0
隻
以
上
を
所
有
し
て
お
り
、
中
船

商
は
七
、
八
隻
を
所
有
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
小
船
商
は
二
、
三
隻
の
所
有
に

す
ぎ
な
か
っ
た
。

さ
ら
に
、

鎮
海
県

一
八

0
九

嘉
慶
一
四
年

道

光

四

年

道

光

六

年

寧
波
府

一
八
名

と
あ
り
、
一
―

10
0
隻
以
上
に
増
え
た
。

咸
豊
四
年
当
時
の
北
号
商
船
の
経
営
規
模
で
あ
る
が
、
同
じ
く
段
光
清
が
次

の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

番
号①

 
②
 

③
 

④
 

⑤
 

R
 

漸
添
至
一
ー
ー
百
余
号
之
多
。

一
七
六

鄭

県

二
0
名

二
名

一
七
＝
三

一
七
一
＝
ニ

一
八
二
四

乾
隆
二
七
年

二
二
名

さ
ら
に
、
謝
占
壬
の
「
防
弊
清
源
」
に
よ
れ
ば
、

浙
江
海
船
水
手
、
均
安
本
分
、
非
同
遊
手
、
毎
船
約
二
十
人
。

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
般
的
に
は
浙
江
海
船
の
乗
組
員
数
は
二

0
名
程
度
で
あ

以
上
の
例
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
寧
波
沿
海
帆
船
の
乗
組
員
数
は
一
六

名
か
ら
二

0
名
で
あ
っ
た
こ
と
が
ほ
ぽ
知
ら
れ
る
。
こ
の
乗
組
員
数
か
ら
見
て

そ
の
帆
船
の
運
営
規
模
は
福
建
沿
海
帆
船
よ
り
小
さ
く
、
ほ
ぼ
長
江
河
口
地
域

稚
正

痛
正

十

年

鄭

県

二
二
名

―
―
―
名

一
名

十

年

鄭

二
二
名

ニ
ー
名

一
名

一
七
二
七

一七――――

薙

正

五

年

苑

正

九

年

鄭

県県

1

1

―
名

一
名

船
籍

鄭

県

ニ
ー
名

一
七
名
四
名

西

暦

中

国

暦

◎ 

寧
波
沿
海
帆
船
の
乗
船
者
例

乗
船
者
総
数

三
一
名

乗
組
員
客
商
他

前
節
の
漂
着
等
の
例
に
見
え
る
寧
波
民
船
を
整
理
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。



(
-
―
-
）
 

寧
波
民
船
の
航
運
経
営

に
採
用
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

れ
る
。 舵

工
は
帆
船
の
航
海
士
に
あ
た
り
、

⑰
 

等
を
統
率
し
た
。

⑬
 

の
沿
海
帆
船
の
運
営
規
模
と
ほ
ぼ
同
様
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

寧
波
沿
海
帆
船
の
乗
組
員
の
構
成
に
つ
い
て
の
資
料
ほ
極
め
て
少
な
い
が
、

漂
着
船
の
例
か
ら
知
ら
れ
る
。

⑤
乾
隆
二
七
年
（
一
七
六
二
）
の
鄭
県
船
の
場
合
、
船
戸
・
舵
工
各
一
人
、

R
 

水
手
一
八
名
で
あ
っ
た
。

⑧
道
光
六
年
(
-
八
二
六
）
の
鄭
県
船
の
場
合
は
、
者
民
・
舵
工
各
一
人
、

R
 

水
手
―
二
名
で
あ
る
。

船
戸
は
船
舶
所
有
者
で
あ
り
、
船
戸
自
身
が
乗
船
し
て
い
る
の
ほ
自
船
自
営

R
 

で
あ
っ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
船
の
航
行
上
の
責
任
者
で
あ
り
水
手

者
民
は
積
み
荷
の
全
責
任
者
で
あ
り
、
海
外
貿
易
船
の
場
合
に
見
ら
れ
る
船

R
 

主
に
相
当
す
る
職
掌
で
あ
っ
た
。

⑲
 

水
手
は
帆
船
の
下
級
船
員
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
乗
組
員
に
は
ど
の
よ
う
な
人
物
が
麗
傭
さ
れ
て
い
た
か
に
つ
い
て

は
、
先
に
引
用
し
た
謝
占
壬
の
「
防
弊
清
源
」
に
よ
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
見
ら

皆
船
戸
選
用
可
信
之
人
、
有
家
有
室
、
来
歴
分
明
。

と
あ
る
よ
う
に
、
船
舶
所
有
者
達
は
彼
等
の
持
ち
船
の
水
手
に
信
用
で
き
る
人

物
を
選
ん
だ
。
そ
の
基
準
は
家
族
や
家
を
持
ち
、
経
歴
の
明
ら
か
な
者
を
中
心

五

寧

波

の

民

船

寧
波
沿
海
帆
船
の
航
運
経
営
は
先
の
航
行
例
か
ら
見
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

①
は
福
建
商
人
等
に
よ
る
傭
船
。

②
③
④
は
傭
船
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

⑤
は
詳
細
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
「
装
貨
物
」
と
あ
り
、
ま
た
乗
組
員
以
外

に
二
名
を
乗
せ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
商
人
に
よ
る
傭
船
と
考
え
ら
れ
る
。

⑥
も
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
「
買
積
」
と
あ
る
か
ら
交
易
船
で
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。

⑦
は
「
自
置
商
船
」
、
「
買
置
」
な
ど
と
あ
る
か
ら
交
易
船
と
考
え
ら
れ
る
。

⑧
も
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
「
装
酒
」
、
「
装
棗
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
傭
船

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

⑨
は
「
販
売
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
交
易
船
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
例
か
ら
寧
波
沿
海
帆
船
の
航
運
経
営
ほ
商
人
等
に
傭
船
さ
れ
貨
物
を

輸
送
す
る
「
運
賃
積
み
型
」
と
積
み
荷
を
売
買
し
な
が
ら
航
行
す
る
「
交
易

R
 

型
」
の
二
形
態
が
主
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

清
代
の
寧
波
で
は
ど
の
よ
う
な
民
船
が
使
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ

の
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
く
れ
る
資
料
が
先
に
引
用
し
た
「
海
関
一

0
年
報

告
」
で
あ
る
。

土
着
の
ジ
ャ
ン
ク
は
全
て
寧
波
や
あ
る
い
は
隣
接
の
県
の
鎮
海
や
定
海
で
、

登
録
さ
れ
て
い
る
。
北
方
と
貿
易
す
る
よ
う
な
最
大
の
ジ
ャ
ン
ク
は
弾
船
、

三
不
像
、
四
不
像
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
前
者
は
旧
い
型
の
も
の
で
、
正
方

ニ
四

i
 

I
 

I
 



清
代
寧
波
の
民
船
業
に
つ
い
て

形
の
船
首
を
有
し
て
い
て
、
威
勢
の
よ
い
肖
像
が
正
面
に
描
か
れ
、
そ
し

て
両
側
面
に
眼
が
あ
り
、
後
者
の
二
船
は
よ
り
新
し
い
型
の
も
の
で
あ
り
、

狭
ま
ば
っ
た
船
首
と
角
の
よ
う
に
高
い
舷
饉
を
有
し
て
い
る
。
三
不
像
の

名
は
弾
船
の
性
質
を
応
用
し
て
建
造
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
と
い
う

の
は
そ
れ
ら
は
類
似
し
て
い
な
い
新
し
い
型
が
見
ら
れ
る
。
三
つ
の
固
有

の
性
質
の
幾
つ
か
が
生
き
て
い
る
。
そ
の
成
句
は
通
俗
的
な
語
で
あ
る
が
、

「
魚
や
獣
や
鳥
で
な
い
」
と
こ
ろ
の
不
思
議
な
生
き
物
に
共
通
の
語
に
当

て
ら
れ
た
。
四
不
像
は
な
お
後
続
の
修
正
さ
れ
た
型
で
あ
り
、
こ
の
性
質

の
専
門
用
語
の
自
然
な
敷
術
に
よ
っ
て
名
付
け
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
は
弾
船

ほ
ど
不
体
裁
で
は
な
く
、
よ
り
早
く
航
行
す
る
こ
と
が
で
き
、
鉄
の
錨
や

鎖
を
有
し
、
外
国
の
型
の
よ
う
に
速
く
走
行
で
き
る
。
四
不
像
は
一
般
的

に
一
一
一
不
像
よ
り
大
き
い
。
こ
れ
ら
大
型
の
ジ
ャ
ン
ク
で
、
一
六
か
ら
二
四

名
の
船
員
を
載
せ
る
。
小
型
ジ
ャ
ン
ク
は
、
福
州
や
鎮
江
と
の
貿
易
に
従

事
し
て
い
る
も
の
に
鳥
船
(tiao
c
h
'
u
a
n
)
 
(
鳥
の
地
方
発
音
）
と
呼
ば
れ

て
い
る
も
の
が
あ
る
。
そ
し
て
白
蒸
殻
は

p
a
p
i
c
o
で
白
色
で
飾
ら
れ
て

い
る
。
そ
れ
ら
は
八
か
ら
―
二
名
の
船
員
を
載
せ
て
い
る
。
他
の
種
類
の

舟
は
河
川
で
の
仕
事
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
白
銅
載
ほ
石
灰
輸
送
船
、
百

官
船
は
こ
の
型
が
創
始
さ
れ
た
地
か
ら
名
付
け
ら
れ
、
そ
し
て
奥
地
の
河

川
や
支
流
や
運
河
か
ら
、
ま
た
そ
こ
へ
商
品
を
輸
送
す
る
の
に
使
わ
れ
て

い
る
。
鳥
蓬
船
は
黒
い
屋
根
の
あ
る
客
船
、
信
班
船
は
赤
い
屋
根
の
あ
る

郵
船
、
烏
山
船
ほ
奉
化
に
行
く
貨
物
船
で
、
ま
す
ぐ
な
船
首
と
船
体
を
有

し
て
い
る
。
航
船
は
客
船
、
そ
し
て
脚
刻
船
は
小
さ
な
船
で
足
で
漕
ぐ
櫓

上
述
の
寧
波
の
民
船
の
う
ち
三
不
像
船
に
つ
い
て
は
『
浙
江
海
運
全
案
』
巻

マ
マ

+
、
「
考
定
一
＿
＿
不
象
船
式
」
に
船
舶
建
造
の
事
情
に
つ
い
て
知
ら
れ
る
。

マ
マ

案
三
不
象
之
制
防
、
自
康
煕
三
十
八
年
、
承
運
福
建
木
料
、
就
釣
船
旧
制
、

船

脚
苅
船

航
河
川
航
行
船
式

白
銅
載

百
官
船

鳥
蓬
船

信
班
船

烏
山
船

鳥白
繁
殻

◎
 

に
よ
っ
て
推
進
す
る
。

と
あ
る
よ
う
に
、
寧
波
及
び
そ
の
近
郊
で
使
わ
れ
て
い
た
海
洋
航
行
船
や
河
川

航
行
船
の
種
類
が
知
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
を
整
理
す
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。

◎
寧
波
民
船
の
種
類

海

洋

航

行

船

式

乗

組

員

数

弾
船
（
蓋
船
）
一
六
ー
ニ
四
名

三

不

像

一

六

ー

ニ

四

名

四

不

像

一

六

ー

ニ

四

名

船

八

i
―
二
名

八
l
ー
ニ
名

二
五

貨
物
運
搬
船

航
行
流
域
・
用
途

石
灰
運
搬
船

寧
波

3
百
官
鎮
（
上
虞
県
・
曹
蛾
江
浜
）
他
貨
物
運
搬
船

乗
り
合
い
船

郵
便
船

寧
波

3
奉
化

乗
り
合
い
船

乗
り
合
い
船

寧
波
＄
北
洋

寧
波
＄
北
洋

寧
波
＄
北
洋

寧
波
＄
福
州
・
鎮
江

寧
波
＄
福
州
・
鎮
江

航
行
海
域
等



江
南
の
沙
船
に
比
較
し
て
浙
江
海
船
と
の
違
い
に
つ
い
て
、
謝
占
壬
は
「
海

船
尾
部
分
が
高
く
改
造
さ
れ
て
い
る
。

れ
る
。

増
益
以
松
木
為
之
、
其
式
不
象
江
南
之
沙
船
、
不
象
福
建
之
鳥
船
、
不
象

浙
江
之
螢
船
、
故
名
之
日
三
不
象
、
視
蓋
船
差
大
容
二
千
石
。

と
あ
る
よ
う
に
、
三
不
像
船
は
康
煕
三
八
年
（
一
六
九
九
）
に
福
建
か
ら
木
材

を
運
搬
す
る
た
め
釣
船
の
船
式
に
改
良
を
加
え
、
そ
の
結
果
、
新
し
い
船
ほ
江

南
の
沙
船
や
福
建
の
鳥
船
や
浙
江
の
螢
船
と
も
類
似
し
な
い
船
が
出
来
た
た
め

三
不
像
船
と
呼
ば
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

「
海
関
十
年
報
告
書
」
に
あ
る
弾
船

(tga
n
c
h
'
u
a
n
)
と
は
『
浙
江
海
運
全

案
』
巻
十
、
「
考
定
一

1

一
不
像
船
式
」
に
み
え
る
浙
江
の
螢
船

(
t
a
n
c
h
'
u
a
n
)
 

の
こ
と
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
る
。

『
浙
江
海
運
全
案
』
巻
十
、
「
蜜
船
停
泊
図
」
（
次
頁
参
照
）
に
は
、

撞
船
、
南
北
洋
皆
行
、
身
長
倉
深
、
頭
尾
帯
方
、
船
底
及
両
芳
、
塗
以
蠣

粉
、
上
横
抹
以
煤
屑
、
頭
尾
間
刷
以
馨
紅
゜

と
あ
る
よ
う
に
、
蓋
船
は
船
体
の
平
面
図
が
長
方
形
に
似
て
い
た
こ
と
が
知
ら

こ
れ
に
対
し
、
同
書
の
「
三
不
象
船
停
泊
図
」
（
次
頁
参
照
）
に
、

三
不
象
船
、
多
行
北
洋
、
少
行
南
洋
、
身
長
腹
圃
、
頭
鋭
尾
高
、
船
底
及

両
芳
、
純
塗
蠣
粉
、
以
駆
両
洋
、
水
中
鍼
贔
、
頭
尾
間
抹
以
馨
紅
、
其
蓬

以
筈
為
之
、
取
其
堅
固
、
然
甚
重
、
今
亦
有
用
布
者
、
自
頭
至
梢
、
水
関

上
有
索
一
捏
、
名
勒
舵
、
螢
船
同
。

と
あ
り
、
三
不
像
船
は
蓋
船
に
比
べ
推
進
力
を
増
す
た
め
船
首
部
分
を
細
く
し
、

運
提
要
序
」
の
「
行
船
提
要
」
の
中
で
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

浙
江
海
船
、
名
蛋
船
、
又
名
三
不
像
、
亦
能
過
沙
、
然
不
敢
貼
近
浅
処
、

以
船
身
重
於
沙
船
故
也
。

と
あ
る
よ
う
に
、
浙
江
の
海
船
は
海
深
が
比
較
的
浅
い
海
上
を
航
行
す
る
こ
と

も
可
能
で
あ
っ
た
が
、
沙
船
に
比
べ
船
体
重
量
が
重
い
た
め
、
海
深
の
浅
い
箇

所
は
注
意
し
て
航
行
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

寧
波
の
河
川
航
行
船
の
例
は
次
の
も
の
が
知
ら
れ
る
。

用
江
の
民
船
と
し
て
は
寧
波
の
上
流
の
奉
化
県
の
民
船
の
航
運
が
知
ら
れ
る
。

奉
化
県
の
地
理
的
状
況
ほ
段
光
清
の
『
鏡
湖
自
撰
年
譜
』
咸
豊
七
年
(
-
八

五
七
）
の
条
に
、

奉
化
県
址
、
脈
自
西
来
、
南
面
環
河
、
東
北
多
田
、
昔
時
亦
引
近
城
之
河

水
瀧
蔭
。
蓋
古
者
山
林
密
茂
、
河
道
通
暢
、
故
山
高
而
水
清
、
農
田
亦
無

＠
 

旱
息
、
後
因
生
歯
日
繁
゜

と
さ
れ
る
良
好
な
土
攘
を
有
し
て
い
た
。

こ
の
奉
化
を
中
心
と
す
る
民
船
の
種
類
は
光
緒
『
奉
化
県
志
』
巻
一
―
-
、
建
置

下
、
甫
江
航
業
に
船
式
と
し
て
烏
山
船
・
方
頭
船
の

1

一
種
が
知
ら
れ
る
。

と
り
わ
け
烏
山
船
は
上
海
ま
で
進
出
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
明
治
四

三
年
（
宣
統
二
、
一
九
一

0
)
の
日
本
人
の
調
査
で
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

烏
山
船
は
寧
波
に
船
籍
を
有
す
る
民
船
に
し
て
、
上
海
南
市
各
魚
行
の
備

船
に
か
4
り
、
魚
類
を
積
み
て
上
海
に
来
る
も
の
な
れ
共
、
時
に
は
客
船

と
し
て
用
ゐ
ら
れ
ざ
る
こ
と
無
き
に
あ
ら
ず
、
其
大
さ
は
種
々
な
れ
共
上

海
に
来
る
も
の
ほ
五
、
六
百
担
よ
り
千
担
積
迄
と
す
、
乗
組
員
は
小
は
六
、

二
六
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り
、
江
浙
を
結
ぶ
交
通
路
の
一
っ
と
し
て
官
府
の
支
配
が
お
よ
ん
で
い
た
。

と
あ
る
よ
う
に
、
西
興
渡
は
明
代
に
お
い
て
、
銭
塘
江
の
重
要
な
渡
船
場
で
あ

工
二
十
四
人
、
其
私
舟
姓
名
亦
各
隷
於
官
、
有
羅
傾
覆
之
変
者
、
官
以
法

治
之
。

七
人
、
大
は
十
数
人
に
て
寧
波
に
船
籍
を
有
す
れ
共
、
実
際
に
於
て
上
海

を
中
心
と
す
る
も
の
4
如
し
、
其
の
乗
客
搭
載
数
は
大
ほ
五
十
余
人
に
及

び
、
小
は
二
十
余
人
な
り
、
而
し
て
此
船
は
船
内
何
等
の
設
備
を
な
さ
ゞ

る
為
め
、
造
船
費
は
極
め
て
廉
に
し
て
、
大
船
と
雖
も
其
価
千
五
百
元
に

＠
 

過
ぎ
ず
。

と
あ
る
よ
う
に
、
烏
山
船
は
上
海
ま
で
進
出
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
烏
山
船
は

船
体
の
構
造
等
か
ら
考
え
、
寧
波
か
ら
海
上
航
路
を
経
て
上
海
に
航
行
し
た
の

で
は
無
く
、
余
挑
江
を
経
て
杭
州
か
ら
江
南
河
に
よ
る
内
陸
水
路
を
利
用
し
て

上
海
、
寧
波
間
を
航
行
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
烏
山
船
の
中
に
は

上
海
を
根
拠
地
に
し
て
渡
船
業
に
従
事
し
て
い
る
も
の
も
多
く
見
ら
れ
た
よ
う

で
あ
る
。

清
代
前
期
の
寧
波
近
郊
の
渡
船
業
の
例
と
し
て
、
次
に
紹
興
府
治
下
の
爾
山

県
の
西
興
渡
の
場
合
を
見
て
み
た
い
。

万
暦
『
紹
興
府
志
』
巻
八
、
山
川
志
五
、
渡
に
、

癖
山
西
興
渡
是
為
銭
塘
江
東
岸
在
県
西
十
里
、
呉
越
通
津
也
。
有
官
舟
水

清
代
に
お
い
て
ほ
乾
隆
『
紹
興
府
志
』
巻
八
、
建
置
志
二
、
津
渡
、
薫
山
県
、

西
興
渡
の
条
に
、

康
煕
年
間
、
総
督
劉
兆
麟
、
因
渡
夫
勒
害
、
立
有
碑
禁
、
大
船
一
隻
、
装

• 
ノ‘

小

結

載
―
―
-
＋
人
、
中
船
一
隻
、
装
載
二
十
人
、
小
船
一
隻
、
装
載
十
人
、
毎
一

人
、
給
船
銭
五
文
、
毎
貨
一
担
、
給
船
銭
八
文
。

と
あ
り
。
康
熙
八
年
よ
り
十
二
年
（
一
六
六
九
！
一
六
七
―
―
-
）
ま
で
両
江
総
督

で
あ
っ
た
劉
兆
麟
に
よ
り
、
西
興
渡
に
お
い
て
は
、
大
船
は
一
隻
当
り
―
―
―
十
人
、

中
船
は
二
十
人
、
小
船
は
十
人
と
い
う
乗
船
者
数
に
限
定
さ
れ
、
利
用
者
は
一

人
五
文
、
貨
物
は
一
担
当
り
八
文
と
い
う
よ
う
に
決
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
乗

船
者
数
、
乗
船
運
賃
等
が
寧
波
近
郊
民
船
の
渡
船
業
の
一
側
面
を
知
る
参
考
に

な
ろ
う
。

上
述
の
よ
う
に
中
国
大
陸
沿
海
の
中
央
部
に
位
置
す
る
寧
波
は
、
そ
の
沿
海

航
運
業
に
お
い
て
、
北
は
渤
海
沿
海
地
域
か
ら
南
は
福
建
の
北
部
沿
海
地
域
に

及
ぶ
海
域
を
主
要
な
活
動
範
囲
と
す
る
沿
海
航
運
を
展
開
し
て
い
た
こ
と
が
知

ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

と
り
わ
け
、
寧
波
の
沿
海
航
運
に
と
っ
て
重
要
で
あ
っ
た
の
が
、
北
洋
と
呼

ば
れ
た
遼
寧
省
沿
海
港
、
天
津
、
山
東
省
沿
海
港
を
対
象
と
し
た
沿
海
航
運
で

あ
っ
た
。

北
洋
を
対
象
と
し
た
沿
海
航
運
活
動
の
主
要
産
品
に
つ
い
て
、
李
鴻
章
が
同

治
元
年
(
-
八
六
二
）
六
月
に
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
こ
と
が
参
考
に
な
る
。

査
江
・
浙
、
沙
・
蛋
等
船
、
航
海
往
来
貿
易
、
其
自
南
往
北
者
、
貨
不
拘

⑭
 

一
、
而
自
北
回
南
者
、
総
以
豆
貨
為
大
宗
゜

と
あ
る
よ
う
に
、
江
蘇
の
沙
船
と
並
ん
で
浙
江
の
蛋
船
が
北
洋
に
航
行
す
る
に

ニ
八

I
 

!
 
I
 I
 



清
代
寧
波
の
民
船
業
に
つ
い
て

際
し
て
、
南
か
ら
搬
運
す
る
の
ほ
諸
々
の
貨
物
で
あ
っ
た
が
、
北
洋
か
ら
の
帰

帆
に
は
豆
貨
、
即
ち
大
豆
が
主
要
貨
物
で
あ
っ
た
。

寧
波
の
北
洋
商
船
は
東
北
地
方
や
山
東
省
等
で
産
出
さ
れ
る
大
豆
及
び
そ
の

加
工
品
で
あ
る
豆
油
や
豆
粕
を
主
要
な
搬
運
貨
物
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

寧
波
に
集
荷
さ
れ
た
も
の
ほ
他
に
薬
剤
が
あ
る
。
民
国
『
鄭
県
通
志
』
食
貨

志
丁
編
、
商
業
、
薬
業
の
条
に
、

雨
非
産
薬
之
区
、
然
清
代
因
交
通
関
繋
、
実
為
全
国
輸
運
枢
紐
之
地
、
途

⑮
 

民
国
後
及
為
上
海
薬
業
所
奪
、
近
年
以
来
、
毎
況
愈
下
。

と
あ
る
よ
う
に
、
寧
波
で
は
薬
種
を
生
産
し
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
寧

波
は
清
代
に
お
い
て
交
通
の
重
要
拠
点
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
薬
剤
取
引
市
場

を
形
成
し
て
、
そ
の
名
は
全
国
的
に
著
名
で
あ
っ
た
。

沿
海
航
運
や
河
川
航
運
に
よ
っ
て
寧
波
に
搬
入
さ
れ
て
く
る
薬
剤
が
市
場
を

形
成
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
民
国
以
降
、
上
海
の
薬
剤
市
場
が
台
頭
し
て
く
る
ま

で
寧
波
の
薬
業
の
名
は
全
国
に
馳
せ
て
い
た
。

以
上
、
本
稿
で
考
察
を
加
え
た
よ
う
に
、
寧
波
の
経
済
発
展
に
沿
海
航
運
・

河
川
航
運
を
行
う
民
船
業
が
い
か
に
密
接
に
関
係
し
て
い
た
か
知
ら
れ
る
で
あ

底①
松
浦
章
「
中
国
海
事
史
研
究
の
現
況
」
（
『
東
洋
史
研
究
』
第
四
五
巻
第
二
号
、
一

九
八
六
年
九
月
）
。

②
①
同
書
、
清
代
長
江
の
帆
船
航
運
の
一
例
と
し
て
松
浦
章
「
清
代
漢
口
の
民
船
業

に
つ
い
て
」
（
『
海
事
史
研
究
』
第
四
五
号
、
一
九
八
八
年
三
月
）
が
あ
る
。

ろ
う
。

二
九

③
松
浦
章
「
清
代
に
お
け
る
沿
岸
貿
易
に
つ
い
て
ー
帆
船
と
商
品
流
通
—
」
（
小
野

和
子
氏
編
『
明
清
時
代
の
政
治
と
社
会
』
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
一
九
八
三

年
三
月
）
。

④
寧
波
の
市
鎮
の
形
成
と
そ
の
後
背
地
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
歴
史
地
理
的
研
究
は

本
稿
も
多
く
の
教
示
を
得
た
斯
波
義
信
氏
の
次
の
論
文
が
参
考
に
な
る
。

Y
 os
h
i
n
o
b
u
 Siba, N
i
n
g
p
o
 a
n
d
 Its 
H
甘
t
gland (
G
.
C
.
W
i
l
l
i
a
m
 S
k
i
n
n
e
r
 

ed.; T
h
e
 C
i
t
y
 in L
a
t
e
 I
m
S̀ヽ
:al, 
China, Stanford 
University Press, 

1977.) 

⑤
『
鏡
湖
自
撰
年
譜
』
（
近
代
史
料
筆
記
叢
刊
、
北
京
・
中
華
書
局
、
一
九
六
0
年

二
月
第
一
版
、
一
九
八
四
年
八
月
第
二
次
印
刷
）
六
六
頁
。

⑥
民
国
『
鄭
県
通
志
』
食
貨
志
、
1

-

1

六
丁
表
、
泉
州
海
外
交
通
史
博
物
館
調
査
組

「
天
后
史
跡
的
初
歩
調
査
」
附
録
二
「
甫
東
天
后
宮
碑
銘
」
（
寧
波
）
六
ニ
ー
六
三

頁
（
『
海
交
史
研
究
』
一
九
八
七
年
第
一
期
（
総
第
十
一
期
）
一
九
八
七
年
六
月
）
参

照。

⑦
『
支
那
省
別
全
誌
第
五
巻
浙
江
省
』
東
亜
同
文
会
、
一
九
一
八
年
五
月
、
1

1

八
二
頁
。

⑧
⑨
『
鏡
湖
自
撰
年
譜
』
九
二
頁
。

⑩
民
国
『
鄭
県
通
志
』
輿
地
志
゜

⑪

g
言
I
m
冷
:
d
M
a
ユt宙
e
C
u
s
t
o
m
s
;
 D
e
 8
m
E
R
e唸
rts,
1
8
9
2
-

Iさ
I
•p
p
.
3
7
7ー
、

378.

⑫
『
支
那
省
別
全
誌
第
一
五
巻
江
蘇
省
』
一
九
二

0
年
八
月
、
凡
例
、
二
九
五

頁。

⑬
 
C
h
i
n
e
s
e
 
Re唸
s:tS'Y,
vol. xv, p210. 

⑭
『
同
文
彙
考
原
編
』
巻
七
一
、
漂
民
「
報
大
静
漂
人
押
解
吝
」
の
「
礼
部
回

溶
」
八
丁
裏
゜

⑮
『
同
文
彙
考
原
編
』
巻
七
一
、
漂
民
「
報
大
静
漂
人
押
解
吝
」
七
丁
表
。

⑯
『
同
文
彙
考
原
編
』
巻
七
一
、
漂
民
「
報
大
静
漂
人
押
解
吝
」
の
「
礼
部
回

吝
」
九
丁
表
裏
゜



⑰
『
宮
中
椙
瀕
正
朝
奏
摺
』
第
一
九
輯
（
台
北
•
国
立
故
宮
博
物
院
、
一
九
七
九
年

五
月
）
劉
於
義
奏
摺
、
二
五
六
頁
。

⑱
⑲
『
宮
中
樅
瀕
正
朝
奏
摺
』
第
二
〇
輯
（
台
北
•
国
立
故
宮
博
物
院
、
一
九
七
九

年
六
月
）
李
衛
奏
摺
、
七
六
一
頁
。

⑳
『
備
辺
司
謄
録
』
第
一
四
二
冊
、
刊
本
第
一
―
_
＿
冊
八
一
九
頁
。
松
浦
章
「
李
朝
漂

着
中
国
帆
船
の
「
問
情
別
単
」
に
つ
い
て
」
上
、
（
『
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所

紀
要
』
第
一
七
輯
、
一
九
八
四
年
三
月
）
五
六
頁
。

⑳
『
同
文
彙
考
原
編
』
巻
七
二
、
漂
民
「
報
告
群
山
漂
人
順
付
節
使
杏
」
一
九
丁

裏゚
＠
『
長
崎
文
献
叢
書
第
一
集
•
第
四
巻
続
長
崎
実
録
大
成
』
（
長
崎
文
献
社
、

一
九
七
四
年
一

1

月
）
二

0
九
頁
。

⑳
張
偉
仁
氏
輯
『
清
代
法
制
研
究
』
（
台
北
・
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
専
刊

之
七
六
、
一
九
八
三
年
九
月
）
案
四
五
、
張
魃
商
船
外
洋
被
劫
、
第
二
冊
、
一
―
―
―
―

頁。

⑳
『
備
辺
司
謄
録
』
第
ニ
―
五
冊
、
刊
本
第
ニ
―
冊
八
一
九
頁
。
松
浦
章
「
李
朝
漂

着
中
国
帆
船
の
「
問
情
別
単
」
に
つ
い
て
」
下
、
（
『
関
西
大
学
東
西
学
衛
研
究
所

紀
要
』
第
一
八
輯
、
一
九
八
五
年
三
月
）
六
一
頁
。

⑳
『
同
文
彙
考
原
続
』
漂
民
上
国
人
、
「
報
牛
耳
島
漂
人
押
解
吝
」
七
丁
表
。

⑳
『
通
文
舘
志
』
巻
―
-
、
紀
年
続
編
、
憲
宗
大
王
七
年
辛
丑
の
条
、
三
九
丁
表
。

⑳
民
国
『
鄭
県
通
志
』
食
貨
志
、
ニ
ー
六
丁
表
、
前
掲
註
⑥
『
海
交
史
研
究
』
一
九

八
七
年
第
一
期
、
六
三
頁
参
照
。

⑳
『
鏡
湖
自
撰
年
譜
』
一

0
一頁。

⑳
『
鏡
湖
自
撰
年
譜
』
九
一
頁
。

R
『
鏡
湖
自
撰
年
譜
』
九
二
頁
。

魯
松
浦
章
「
清
代
江
南
船
商
と
沿
海
航
運
」
（
『
関
西
大
学
文
学
論
集
』
第
一
＿
＿
四
巻

第
三
•
四
合
併
号
、
一
九
八
五
年11
1
月
）
。

⑭
前
掲
註
⑳
同
書
、
松
浦
章
「
李
朝
漂
着
中
国
帆
船
の
「
問
題
別
単
」
に
つ
い
て
」

上
、
五
六
頁
。

R
前
掲
註
⑳
同
書
、
松
浦
章
「
李
朝
漂
着
中
国
帆
船
の
「
問
情
別
単
」
に
つ
い
て
」

下
、
六
二
頁
。

9
松
浦
章
「
一
八
l
一
九
世
紀
に
お
け
る
南
西
諸
島
漂
着
中
国
帆
船
よ
り
見

た
清
代
航
運
業
の
一
側
面
」
（
『
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
紀
要
』
第
一
六
輯
、
一

九
八
三
年
一
月
）
六
四
l
六
七
頁
。

R
松
浦
章
「
李
朝
漂
着
中
国
帆
船
の
「
問
題
別
単
」
に
つ
い
て
」
下
、
八
八
頁
。
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原
文
に
船
式
の
漠
字
表
記
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
た
。

＠
『
鏡
明
自
撰
年
譜
』
一
〇
六
頁
。

⑬
前
掲
註
⑫
同
書
、
凡
例
、
二
八
二
頁
。

⑭
『
李
文
忠
公
奉
稿
』
巻
一
、
「
上
海
一
口
豆
石
請
侶
帰
華
商
装
運
片
」

R
民
国
『
鄭
県
通
志
』
食
貨
志
、
丁
編
。

〔
追
記
〕
本
稿
は
文
部
省
昭
和
六
十
二
年
度
科
学
研
究
費
一
般
研
究
c
「
十
六
ー
十
九

世
紀
に
お
け
る
漂
着
中
国
船
資
料
よ
り
見
た
清
代
海
上
貿
易
史
の
研
究
」
の
一

成
果
で
あ
る
。

10 


